
中間まとめ 

 

 

        
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
築５０年以上太枠 
【令和８年３月時点】 

≪第１グループ≫ すでに計画で定められている建てかえの順番 

建て替え順 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧  

学校名 五中 一中 五小 井之頭小 六中 二中 二小 境南小  

完成年度 R6 R7 R10予定 R11予定 未着手 未着手 未着手 未着手  

 

≪第２グループ≫ 第１グループの学校を建てかえ後に着手（順番は未定） 

一小、三小、大野田小体育館、本宿小、関前南小、桜野小、三中、四中 

≪武蔵野市教育委員会リーフレット≫ 

みんなで考えよう！ 
武蔵野市の未来の学校づくり vol.７ 
≪計画の中間まとめ ご意見ぼしゅう号≫ 

 

発行：令和８年３月 武蔵野市教育委員会 教育企画課 学校改築係 

TEL：0422-60-1972 FAX：0422-51-9264   MAIL：SEC-KYOUIKU@city.musashino.lg.jp 

中間まとめへのご意見をぼしゅう！【４月４日まで】 
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≪中間まとめ 第１～２章より≫ 武蔵野市の学校建てかえ計画と市立小中学校の状況 

小中学生の皆さんからご意見をぼしゅう！ 
【子ども向け】 

 

≪４月４日まで≫ 中間まとめについて皆さんからのご意見をぼしゅうします！ 

小中学生のみなさんは、            の中をよく読んでください。 

 

＜大人の方へ＞ 

このリーフレットは、小中学生向けに作成しています。 

くわしい内容については、中間まとめをご覧ください。 

 

≪中間まとめ 第３章より≫ 話し合いのまとめ 

【主な意見】 

理由①中学生は、たくさんの人と関われる方が、学びもはってんしやすく、行事の活気もでやすい。 

理由②いじめがあった時に、クラスを変えて、いやな人とはなれられるようにしたい。 

理由③クラスの数が増えると、先生が増えるので、先生同士で協力したり、そうだんしたりできる。 

【主な意見】 

理由①これから中学生がへるけれど、クラスの数が少なくない学校にしたいから。 

理由②一つの学校にまとめると、第二中学校の空いているところに建てかえることになるので、仮校舎を使わなくて

よい。 

理由③市のお金を使うがくがへるので、その分、学校の様々なところをレベルアップできる。 

□家族や地域の人も学校に来てほしい 

□学校に一人になれる場所など、色々な居場所があるとよい 

□様々な体験や交流ができる場所がほしい 

□学級をこえて、子ども中心の話合い活動がしたい 

□色々な運動や遊びにちょうせんしたい     など 

 
６０年以上の古い学校は、 

順番に建てかえます。 

 今回は、主に⑤～⑧の学校について話し合っています。 

 
学校は、ちょうど良いクラスの数があるのではないか。 

中学校だと１学年４～６学級がのぞましい。 

 次に建てかえる第二中学校と第六中学校は、一つの新しい学校にまとめることがのぞましい。 

 これからは、学校の中の場所・活動について考えよう。 

 

もっとくわしい内容は、１ページの「中間まとめ本文」で見ることができます。 

武蔵野市の未来の学校は、みなさんの弟、妹、未来の子どもたちのための学校です。 

今、小学生・中学生のみなさんが、どのように考えているかを教えてください。 

市民・教職員の皆さんからご意見をぼしゅう！ 
【大人向け】 

資　　  料         ３
令和８年４月28日
第６回審議会資料

708487
長方形



 

   

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの学びを第一に！武蔵野市の未来の学校づくり 
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≪中間まとめ 第２章より≫ 学びの充実に向けた教育環境づくり ～第四期武蔵野市学校教育計画かんたん版と最新の建てかえ校舎の空間づくり～ 

≪中間まとめ 第２章より≫ 市立中学校の生徒数の推計 

家の人や地域の人と、学

校の目標や学校でチャ

レンジしたいことを話し

合います。 

学習者用コンピュータで

できることをさらに研究

します。（一人一人に合わ

せた問題作り、悩み相談

など） 

小学校から中学校に安心し

て進学できるように、先生同

士の話し合いや子ども同士

の交流を進めます。 

クラスや学校をよくするた

めの、子ども中心の話し合

いをもっと行います。 

まちや社会をよりよく

するために、自分たちで

できることを考え、行動

する学習を進めます。 

先生たちも、学校をよ

りよくする取組や工夫

を考え、挑戦してもら

えるようにします。 

いじめを絶対に許さないなど、子ど

もの権利を守って安心して学べるよ

うにします。 

学校に行きづらいときの居場所
づくりや、勉強に集中できる教室
の環境づくりを進めます。 

勉強したことを生活につなげる学
習や、なぜ？、どうして？と問題を
発見する学習を大切にします。 

プロの演奏を聴く、スポーツ選手や

外国人と交流するなど、色々な体験

や交流ができるようにします。 

自分の大切さや他の人の大切さ
を認める学習を大切にします。 

教育理念 

例えば、こんなことに取り組みます。 例えば、こんなことに取り組みます。 

≪中間まとめ 第２章より≫ 建築面、予算面について 

職員室 
全体が見えて、コミュニケーションがとりやす
い空間。リフレッシュできる空間もあります。 

ラーニング・コモンズ（学校図書館） 

本棚のあるスペースで、友達と意見交換を

しながら、学びを深めることができます。 

自習スペース（カウンター） 

お気に入りのカ席を使い、自分のペースで
主体的に学習に取り組むことできます。 

地域とのれんけいスペース 

学校と地域住民との話し合いなどに 
活用できるスペースです。 

学年コモンズ（中学校） 
大人数でのグループ学習やとなりのクラスとの
合同授業や休み時間に友達とおしゃべりする場
など、多目的に使える空間です。 

不登校児童生徒対応室 

支援員が一緒に話をしたり、読書や学習のサ
ポートをします。教室に入りづらい子も安心し
て過ごせる場所です。 

 

R7=1 

第四 0.77 

第一 0.96 

第六１．２４ 

第二 0.66 

第五 0.79 

第三 0.63 

令和７年度を１とした場合の数です。 
１を上回ると将来的に生徒数増加、 
１を下回ると生徒数減少が見込まれます。 
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特別支援学級は、サポートを必要とする生徒の状況や学習プログラムの
変更などに対応するため、推計とは別に検討を行っています。 

2015年１ 2017年 7月 2020年 1月 2022年 7月 2025年 1月 

140 
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1３0 
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115 
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100 

95 

約４割上昇 

（2015年１月の工事費と比較） 

出典：⼀般財団法⼈ 建設物価調査

データ② この 10年間の建設費の推移 データ① 学校建てかえに必要な期間 

 

 

計画 設計 設計 

解体工事 新校舎建設工事 

仮校舎での生活 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

仮校舎 

 
物価高や人手不足で、 

建設費が高まっています。 

 学校を一校建てるのに 

５年かかります。 

 中学生の数はだんだんへります。 

 
武蔵野市では、こんなことを大切に 

教育活動をしています。 


